
 
 

皆
さ
ま
、こ
ん
に
ち
は
。こ
の
度
岡
本 

地
区
自
治
振
興
会
の
会
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。自
治
振
興
会
の
活
動
は
、地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、地
区
民
一
体
化
の
絆
を
強
く

し
、地
域
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。そ

の
た
め
に
、い
ろ
ん
な
活
動
を
通
じ
て
、地
域
の
皆
さ
ま
同

士
の
接
点
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。何
か

と
お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、区
民
皆
様
の
ご
参
加
の
も

と
事
業
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、地
域
活
性
化
へ
の
第
一
歩

を
共
に
踏
み
だ
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

不
慣
れ
な
点
も
多
く
あ
り
、皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、岡
本
地
区
に

と
っ
て
良
い
年
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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加
藤 

の
ぶ
子 

今
年
度
も
地
区
民
皆
様
の
ご
協
力 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

令
和
７
年
度
副
会
長(

中
印
町
区
長) 

 
    

 
 
 

福
田

ふ

く

だ 

栄
喜

よ

し

き 

越
前
市
地
域
福
祉
計
画
で
は
、
「
行

政
・関
係
機
関
・地
域
住
民
等
あ
ら
ゆ
る
人
や
団
体
が
つ
な

が
り
、支
え
合
い
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
『
と

も
に
生
き
る 

福
祉
で
ま
ち
づ
く
り
』
」
を
推
進
し
よ
う
し

て
お
り
ま
す
。超
高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、２
０
２
５
年

問
題
と
い
わ
れ
た
そ
の
年
代
が
ち
ょ
う
ど
後
期
高
齢
者
と

な
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。岡
本
地
区
の
高
齢
化
率
の
現

状
は
36.

8

％
で
、月
尾
地
区
の
町
内
で
は
６０

％
に
近
い

町
内
も
あ
り
、近
い
将
来
に
は
多
く
の
町
内
が
こ
の
よ
う
な

状
況
に
な
る
も
の
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。こ
う
い
う
状
況

の
中
、自
治
振
興
会
を
中
心
に
、地
域
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん

が
絆
を
深
め
て
共
生
し
て
い
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。会
長
を
補
佐
し
な
が
ら
、微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
７
年
度
岡
本
地
区
自
治
振
興
会

総
会
を
4
月
26

日
（
土
）
に
開
催
。 

開
会
行
事
の
あ
と
総
会
成
立
宣
言
が
な

さ
れ
、議
長
に
黒
田
茂
氏
（
定
友
町
）
を
選

出
。書
記
に
三
田
村
幸
則
氏
（
大
滝
町
）
、

議
事
録
署
名
人
に
山
田
真
幹
氏
（
不
老

町
）
、笠
島
行
安
氏
（
南
坂
下
町
）
が
議
長

よ
り
指
名
さ
れ
議
事
に
入
り
、第
1
号
議

案
「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
」
か
ら
第
６

号
議
案
「
令
和
７
年
度
役
員
の
選
出
」
ま

で
、全
て
の
議
案
に
対
し
慎
重
に
協
議
さ

れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。  

特
に
令
和
7
年
度
は
、地
域
自
治
振

興
計
画
（
3

ヶ
年
計
画
）
の
初
年
度
と
な

る
こ
と
か
ら
、新
た
に
令
和
9
年
度
ま
で

の
事
業
実
施
計
画
が
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、「防
火
防
災
モ
デ
ル
地
区
」
に
指
定
さ

れ
る
中
、防
火
防
災
事
業
を
地
区
全
体
で

取
組
ん
で
い
く
こ
と
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

令
和
７
年
度
会
長(

新
在
家
町
区
長) 

 
    

 
 
 

窪
田

く

ぼ

た 

亨
と
お
る 

令
和
７
年
度
総
会
開
催 



総予算：８，８０６，１７２  
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【青少年育成部】予算：345,000 部長：玉村良司 

・体験学習事業     ・青少年育成事業    
・通学児童の見守り事業             

【文化部】予算：60,000 部長：増田頼保 

・地域文化振興事業   ・体験教室事業     

【親子クラブ】予算：90,000 部長：堀江真結子 

・親子の絆事業     ・親子支援講座     

【和絆
な ず な

くらぶ】予算：30,000 部長：山田佳世子 

・自己啓発講座事業   ・地区民講座事業 

【生活支援事業部】予算：720,000 部長：黒田真知子 

・生活支援推進事業               
・花の街づくり事業   ・ゴミ拾い推進事業   

・３Ｒ推進事業                  

【環境保全部】予算：220,000 部長：島田昌久 

【総務部】予算：320,000  部長：蓑輪雅巳 

・広報誌発行事業    ・地域交流事業    
・まちづくり協働事業              

【社会福祉部】予算：790,000 部長：津田千里 

・配食サービス・友愛訪問事業 
・住民福祉推進事業 ・ふれあい交流事業     

【安全防災部】予算：35,000 部長：椿原成紀 

・防災推進事業     ・地域安全推進事業  

・人材育成事業                 

令和６年度 自治振興会 収支決算報告 

【区長会】予算：2,869,000 会長：窪田亨 

 ・地域振興事業     ・催事事業      
・狭隘道路除雪事業    ・地区間交流事業   
・観光振興事業                【保健体育部】予算：180,000 部長：清水口昌巳 

・スポーツ振興事業   ・健康増進事業     

令和７年度 自治振興会 事業計画・予算 （敬称略） 

【楽集会】予算：148,000 公民館主事：津田奈穂美 

・社会教育事業                 

《収入の部》 

【健康づくり推進部】予算：60,000 部長：高橋三穂 

 ・子育てサポート事業   ・健康推進事業    

《支出の部》 
項    目 金     額 

前  年  度  繰  越  金 ９３５，１４９ 

市   交   付   金 ７，９７０，０００ 

市生活支援推進事業委託料 ７２０，０００ 

市   補   助   金 １０２，０００ 

会           費 １，１４８，４００ 

助     成     金 ９２８，９０５ 

負     担     金 ３４８，２６０ 

事   業   収   入 ２９８，７００ 

寄     付     金 ６０，０００ 

雑     収     入 ５１７，２９９ 

合     計 １３，０２８，７１３ 

 

(単位：円) (単位：円) 

項    目 金     額 

事   務   局 ２，３９０，３５４ 

総   務   部 ３１４，９９１ 

安  全  防  災  部 ６６，５０７ 

社  会  福  祉  部 ８２１，１３５ 

環  境  保  全  部 ２２４，１３９ 

青 少 年 育 成 部 ３１１，９４３ 

文   化   部 ４２０，５１５ 

保  健  体  育  部 ２４２，４４７ 

区   長   会 ６，５０７，３９５ 

健 康 づ く り 推 進 部 ５７，６８０ 

楽   集   会 １４９，１４３ 

親  子  ク  ラ  ブ １０５，５５７ 

和 絆 く ら ぶ ３２，６９７ 

生 活 支 援 事 業 部 ７２３，４３８ 

特 別 事 業 ０ 

次 年 度 繰 越 金 ６６０，７７２ 

合      計 １３，０２８，７１３ 

 

【事務局】 事務局予算：2,939,172 

・振興会運営事業・自治会活動保険・自治連合会会費  

(単位：円) 



  
 
 
 
 
 
 
  
 
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日  時 ： ６月 2４日（火）午前 10 時 30 分～  

 場  所 ： 岡本児童館 

参加費 ： 無料 

パピルス館前駐車場では、“えちぜん和紙
の市”が開催。７つの事業所が出店。お得
な価格での和紙販 
売、またお気に入り 
の和紙等を買い求 
める人たちで大盛 
況でした。 

５月３日、４日、５日と｢神と紙のま
つり｣が行われました。川上御前を祀る
岡太神社、大瀧神社のお祭りです。 

３日は奥の院に祀られている御神体
を神輿でお迎えに行く｢お下り｣、４日
は｢例大祭｣、｢紙能舞｣、｢紙神楽｣、｢湯
立て神事｣、５日は五箇地区の神社を神
輿で渡る｢神輿渡り｣が行われ、特に岩
本神社でのお神輿でのもみ合いは、ギ
ャラリーの多さもあったのか、迫力満
点でとても見ごたえがあるものとなり
ました。その他、和紙の里通りでの｢和
紙の市｣、４日の｢奉納ライブ｣などが開
催されました。 
３日間とも好天に恵まれ、5 日の御神体
「お上り」で賑やかなうちに終了しま
した。 

 

日  時 :  5 月 27 日（火）午前 10 時 30 分～ 
 場  所 ： 岡本児童館 

参加費 ： 無料 

子育てサポート事業 岡本児童館＆公民館 講座のご案内 

申
込
み
メ
ー
ル 

Q
R
コ
ー
ド 

 

なになになぁに？歯のお勉強 

日  時 :  ６月 10 日（火）午前 10 時 30 分～ 
 場  所 ： 服間公民館 

参加費 ： 無料 

男気あふれる 
       神輿渡り 

 

奉納ライブ 

紙
能
舞 

可愛いお名前プレートづくり ムニムニ感覚遊びを楽しもう 
（小麦粉＆寒天など） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新企画「私のベストショット」の写真大募集！！ 

“ふるさとおかもと”は、越前和紙を有効利用しています。 

5 月 16 日(金) 環境保全部部会 
20 日(火) 親子教室 ちいちゃいこのためのお弁当作り 

（場所：服間公民館） 
  20 日(火) 社会福祉部部会 
       和絆くらぶ部会 

21 日(水) 編集会議 
22 日(木) 安全防災部部会 
27 日(火) 親子教室 可愛いお名前プレート作り 

（場所：岡本児童館） 
29 日(木) よさこい教室（放課後子ども教室） 

６ 月 6 日(金) 公民館運営協議会 
7 日(土) ヨモギのおやきづくり 

プログラミング教室 
(放課後子ども教室) 

  10 日(火) 親子教室 なになになぁに？ 歯のお勉強 
（場所：服間公民館） 

５ 月・６ 月の行事予定 

※休館日：毎週月曜日・第３日曜日   

５月１日（木）に春季校外学習を行いました。1・2 年生は松島水族
館、３・４年生は安田かまぼこ道場（ちくわづくり体験）と県立子ども
歴史文化館、５年生は大野市内（大野城見学と七間通り周辺の班別行
動）に出かけました。なお、６年生は、６月に修学旅行があるのでお留
守番でした。 

天気にも恵まれたなか、実物の動物に触れたり、楽しみながら福井の
歴史や偉人を学んだり、自分達で計画したプランで知らない街を散策
するなど、普段の学校の座学ではできない体験で、心が豊かになったの
ではないでしょうか。遠足を通して、みんなで行動するときの約束を学
び、お友達の良いところを発見できた子もいたと思います。 

百聞は一見に如かず。児童の皆さんには、ネットの世界を飛び出し、
実際に見たり触れたりする体験をたくさん積んで欲しいと思います。 
 

5 年生 

岡本地区 

 人口・世帯数 

(５月 1 日現在) 

 

人口 2,729 人(-11) 

男 1,322 人（-4） 

女 1,407 人（-7） 

 

世帯  963 戸（-5） 

( )は前月比 

 

 

暖
か
く
な
り
、
我
が
家
の
蜜
柑 

の
木
に
も
ア
ゲ
ハ
蝶
が
卵
を
産
み

に
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
息
子

と
幼
虫
か
ら
育
て
て
、
羽
化
さ
せ
て
放
す
の

が
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
が
、

む
し
ゃ
む
し
ゃ
音
を
た
て
て
懸
命
に
葉
を

食
べ
る
姿
は
な
か
な
か
か
わ
い
い
も
の
で

す
。
そ
ん
な
小
さ
な
命
か
ら
も
強
い
生
命

力
を
感
じ
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る
初
夏
の

こ
の
頃
で
す
。 

1・2 年生 

3・4 年生 

◆設置上の注意◆ 

消火器は設置する際、高温や多湿、外気にさら

されやすいなど、環境や条件によっては、消火器

の寿命を縮める場合があります。いつでも正常に

使えるよう、設置上の注意に従って適正な設置を

しましょう。 

◆維持管理◆ 

 使用期限を過ぎた消火器は、いざというときに

使用できないおそれや、過去には、使用時に本体

が破裂するという人身事故も起きています。古い

消火器は、放置せず速やかに新しい消火器に取り

換えましょう。特に、外観に異常がみられる消火

器は、たとえ使用期限に達していなくても直ちに

交換しましょう。 

～最後に～ 
◎耐用年数・使用期限をお守り下さい。 

耐用年数を過ぎた消火器は、耐圧などの劣化により破裂事故等を招くおそれがあります。 
そのまま放置せず販売事業者に回収を依頼するか、または回収・リサイクル相談窓口にご連絡ください。 

（http://www.ferpc.jp/） 

① 高温・多湿のところには設置しない。 
② 通行または避難に支障がなく、すぐに持ち出せる場所に 

設置する。 
③ 地震や振動で消火器が転倒、落下しないように設置する。 
④ 消火器に表示されている「使用温度範囲」内の場所に 

設置する。 

① 圧力計の赤色指示針が緑色範囲内にあることを確認し
てください。 

② 安全栓・封印シールが正しくセットされていますか。 
③ サビ、キズ、変形などがあると、本体容器の破裂のおそれ

があります。 
④ ６ヶ月に一回以上は外観を点検する。 

http://www.ferpc.jp/

